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今週のことば

顔認証ゲート
日本人の出帰国手続を合理化するため、Ｉ

Ｃ旅券の顔写真と撮影した顔画像を照合

して本人確認を行う自動ゲートを今月１８

日から羽田空港の帰国審査で先行導入。

 ◆ 今週のこよみ ◆　ご自分の予定を確認して下さい

 10／１６(月) 仏滅　特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

 　　１７(火) 大安　貯蓄の日

 　　１８(水) 赤口　中国共産党・党大会、プロ野球ＣＳファイナルステージ

 　　１９(木) 先勝

 　　２０(金) 先負　皇后様誕生日、旧暦９月１日

 　　２１(土) 仏滅

 　　２２(日) 大安　衆院選挙投開票

先週の株と為替

　　　　日経平均株価　  円(対米ﾄﾞﾙ)

10/ 9(月) 体育の日

   10(火) 20,824 △133   112.55 △0.44

   11(水) 20,881 △ 57   112.28 △0.27

   12(木) 20,955 △ 74   112.22 △0.06

   13(金) 21,155 △200   112.00 △0.22

ｉＤｅＣｏの加入者数が改正により倍増

　個人型確定拠出年金「ｉＤｅＣｏ（イデコ）」の

加入者数が認知度向上により急増しています。

◆加入者は改正後８ヵ月で倍増し、６２万人に

　ｉＤｅＣｏは、任意で加入することにより公的年

金に上乗せして給付を受けられる私的年金のひとつ

で、加入者自らが掛金を拠出して運用方法を選び、

年金として受け取る金額は運用成績によって変動す

るものです。

　今年１月から制度改正によりｉＤｅＣｏの加入対

象者が拡大し、基本的に６０歳未満の全ての方が利用

できるようになりましたが、国民年金基金連合会が

公表した加入者数の状況によると、今年８月時点で

６２万３３９人となり、制度改正前の３０万６３１４人

（２８年１２月時点）から倍増しました。

◆掛金払込証明書を確定申告や年末調整で提出

　ｉＤｅＣｏの大きなメリットとして、①掛金は「小

規模企業共済等掛金控除」の対象となり全額所得控

除、②運用益は非課税、③受給時は所得控除（年金

で受給する場合は「公的年金等控除」、一時金の場

合は「退職所得控除」）の適用が受けられます。

　掛金を納付した加入者（納付方法が「個人払込」の

方）には、国民年金基金連合会から毎年１０月下旬（初

回の掛金納付が１０月以降の加入者には翌年１月）に

「小規模企業共済等掛金払込証明書」が送られてき

ますので、確定申告や年末調整の際に添付等して、

控除を受けます。

　なお、小規模企業共済等掛金控除は加入者本人の

掛金しか所得控除できませんので、社会保険料控除

のように世帯主などが生計を一にする配偶者やその

他の親族の分を含めることはできません。

■この記事の詳細は､情報ＢＯＸ２０１５３９

マイナンバーカードに記録される情報は

　今秋から本格運用が予定されている政府運営の

オンラインサービス「マイナポータル」などの利

用には、マイナンバーカードが必要となりますが、

今年８月末時点での交付状況は全国で１２３０万枚

と人口に対する交付率は９.６％となっています。

　取得が進まない原因の一つに情報漏えいなどへ

の不安がありますが、マイナンバーカードのＩＣ

チップに記録されるのは、①券面記載事項（氏名、

住所、生年月日等）、②総務省令で定める事項、

③市町村が条例で定めた事項等に限られており、

税や年金などの個人情報は記録されません。

　また、利用の際には暗証番号が必要となり、一

定回数間違えると使用できなくなります。

扶養親族等の異動がないかを確認

　年末調整は「扶養控除等（異動）申告書」など

に基づいて行います。

　年の中途で控除対象扶養親族の数などに異動が

あった場合は、その都度異動申告を行うことにな

っていますが、＊控除対象であった扶養親族が就

職や結婚などにより対象外となった、＊結婚した

ことで控除対象となる配偶者を有することとなっ

た、＊離婚などで寡婦に該当することとなった場

合など、異動申告を提出し忘れていることがあり

ますので、確認しましょう。

　　　情報ＢＯＸ番号が付いている記事の詳細情報は下記

　　　 の手順で取り出すことができます。【無料】

　　　 ①03-3940-6000 へＴＥＬ(プッシュ回線)。

　　　 ②記事下のＢＯＸ番号を入力し＃。

　　　 ③取り出し先のＦＡＸ番号を入力し＃。

　　　 ※アナウンスのガイドに添って入力して下さい。
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発行日２０１７年１０月１６日(月)
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制度改正後、加入者数が倍増した「 iDeCo（個人型確定拠出年金）」

◆iDeCo（個人型確定拠出年金）の概要

「iDeCo」は、任意で申し込むことにより公的年金にプラスして給付を受けられる私的年金のひ

とつです。加入者自らが掛金を拠出し、自らが運用方法を選び、掛金とその運用益との合計額を

もとに給付を受けることができます。

　これまでの加入対象者は、自営業者の方や企業にお勤めの方の一部に限られていましたが、平

成 29 年 1 月から、企業年金を実施している企業にお勤めの方や専業主婦の方、公務員を含め、

基本的に公的年金制度に加入している60歳未満の全ての方が加入できるようになりました。

◆3 つの税制優遇メリット

　iDeCoの最大の特徴は、以下の3つの税制優遇メリットがあることです。

①掛金が全額所得控除

　確定拠出年金の掛金は、全額「小規模企業共済等掛金控除」の対象となり、課税所得額から差

し引かれることで所得税・住民税が軽減されます。

②確定拠出年金制度内での運用益が非課税

　金融商品の運用益は課税（源泉分離課税 20.315%）対象となりますが、確定拠出年金内の運

用商品の運用益については、非課税扱いとされています。

③受給時は所得控除

　受給年齢に到達して確定拠出年金を一時金で受給する場合は「退職所得控除」、年金で受給す

る場合は「公的年金等控除」の対象となります。

◆掛金の所得控除について

　掛金の納付方法が、加入者の本人名義の口座からの口座振替により掛金を納付する「個人払

込」の加入者の方には、毎年 10 月下旬に国民年金基金連合会から「小規模企業共済等掛金払込

証明書」が送付されますので、確定申告や年末調整の際に添付します（初回の掛金の納付が 10

月以降の加入者の方には、翌年の1月に送付）。

　第 2 号加入者（会社員など）の方で、掛金の納付方法が事業主の口座からの口座振替により掛

金を納付する「事業主払込」の場合は、給与計算の際に iDeCo の掛金の額を控除し、源泉徴収税

額を算出します。年末調整は、事業主が行う毎月の源泉徴収によって把握されている納付済掛金

額に基づいて行い、「小規模企業共済等掛金払込証明書」の発行はされません。

＊第 1 号加入者の場合：「掛金払込証明書」で確定申告

＊第 2 号加入者の場合：事業主払込 ⇒ 給与天引時に事業主の方が所得控除

　　　　　　　　　　　個人払込 ⇒ 「掛金払込証明書」に基づき事業主が年末調整

＊第 3 号加入者の場合：「掛金払込証明書」で確定申告

◎「個人払込」をしている従業員（加入者）がいる事業所は

　「個人払込」をしている従業員（加入者）がいる事業所は、年末調整を行う際、「小規模企業

共済等掛金払込証明書」を必ず提出するよう案内してください。なお、初回の掛金の納付が 10

月以降の加入者の場合、同証明書の発行は翌年の１月になりますので、年末調整に間に合わない

ときは、確定申告が必要になります。

◎第 3 号加入者に関する留意事項

　第３号加入者（専業主婦等）の掛金は、個人払込（本人名義の預金口座からの引落し）に限定され

ており、配偶者がまとめて支払うことはできません。また、掛金は「小規模企業共済等掛金控除」と

して全額が所得控除の対象となりますが、加入者本人の掛金しか所得控除の対象となりませんので、

第３号加入者の方に課税所得がない場合は、所得控除のメリットは受けられません。

◆iDeCo（個人型確定拠出年金）の加入者数等

平成 28 年 12 月時点 平成 29 年 8 月時点

第 1 号加入者 77,249 人 100,334 人

第 2 号加入者 229,065 人 506,621 人

うち共済組合員 － 102,266 人

第 3 号加入者 －  13,384 人

計 306,314 人 620,339 人


